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を望むのも，むずかしく   表1－1
                     現在の小学校標準教材品目（音楽関係）なりつつあることも事実



















例えば筆者が招聰された                    『教材基準」かつては国庫予算として位置づけられていた。
第一回「NAMMサミッ     現在は・その財源が地方財政1こ移行したため「標準教材」に改称。















ピアノ 2 3 4 自動演奏装置を含む
電子オルガン 5 18 36
電子楽器一式 3 4 6 電子キーボード他
デスクオルガン 20 40 40 アンサンブル型化
アコーデイオンー式 1組 2組 3組 独奏用ソプラノアルドテナーバス
鍵盤ハーモニカ 12 23 23
リコーダー一式 2 3 3 アルトナ’ナーバス
立奏用木琴一式 1組 2組 3組 ソプラノアルドテナーバス
立奏用鉄琴 1 2 3
ビブラフオン 1 1 2
グロッケン 1 1 2
タンブリン 4 10 20
、       ．¥ン’、ル 2 4 12
ベルリラ 1 2 2
大太鼓 1 2 3 スタンドを含む
小太鼓 1 3 3 スタンドを含む
テインパニ 1 1 2 3個一組
パレード用ドラムー式 1組 2組 3組
パイオリン 1 2 2
ピオラ 1 1 1
チェロ 1 1 1
コントラパス 1 1 1 椅子付き
ギター 1 1 1 ＝〔レキギターを含む
クラリネット 1 1 1
トランベット 1 1 1
ラテン楽器一式 1組 1組 2組 コンガ他
ドラムセット 1組 2組 3組 バスドラム他
ミュージックペル 1組 1組 2組




































                          表1－2 全国教室数7，000教室をもち，音楽教室の売上とし                          1995年ヤマハ音楽教室在籍生徒数
て700億円（推定カワイ170億円）となった現在，ひ
とりあたりの月謝収入7，000円としても，教室収入だ
                           2慮児           フ．000
けでは「赤字」状態となり，現在ではrグレード制度」  3歳児        21仰O
                          幼児科          190，000受験の検定料だけが黒字につなぐ道とたってい乱そ   児童科       30ρoO
れでも音楽教室という存在は日本の音楽産業に欠かす   ゾユニア科       180■000
                          シ．ユ＝アエレクトーン華           6，000
ことができたい。                         エレ外一ン科         90，OoO
                                  個人宅生徒 現在，音楽大学などで専門的に音楽を学ぶ学生のな   ピアノ科       50例。
                          エレウトーン芋斗              20．O00かにはもちろんのこと，多くの若者たちがお稽古ごと










































































































     表2－2
                アナログとデジタルのシステム比較
                                       筆者作成
視点 対象 アナログ デジタル







操作性 設定値表示・視靱性 ノブの位置．ランフ 数値による直接表示・ランプ
データ設定の操作性 直接操作解りやすい 対象を逮ぷ操作が必要
拡張性 新機能追加・カスタム化 非常に限定される． ソフト処理で無制限1こ可能
リモートコントロール 電圧制御1：よリ可能 ワイヤレス・MlD1等自由度が大きい
自動演奏等 電圧制御こより可能 パン＝1ン技術と一体化も可能
生産性 品質の安定性 部品性能に依存 安定性力｛大きく．自動化が可能
組み立て．加工 個々の微調整が不可欠 無明節が可能量産性に富む
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  図3－3 ピアノ販冗台数推移
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        通産省篠貨統計より着著作成






十 一        L       ■    一    〇    I
電子オルガン輸出
一 電子オルガン国内
1 一 L    ．
x 一一一
d子オルガン合計
L    1 I       I       1       I
＼
一 ．＾1















 楽器品目の実績推移を個別にみてきたが，     図3．6主要楽器品目金額推移
                                 通産省業貸続1計より筆者作成1ここでそれらを「からめて」グラフで備鰍し  百万円
























 ギターについては・波動はあるがピアノと     図3－7主要楽器品目台数推移
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例外的に3パーセントが   表5－3繊維雑貨統計と全国楽器製造協会との両統計誤差率









































198198．9 99．9 109．9 99．9110．6 91．0
198299．7 100．0100．2131．1109．4 90．6
198398．6 91．2 99．1 103．9100．6 103．3 95．6
198499．o 99．8 99．5 85．3106．4 80．2 82．0
198599．4 99．9 1「3．3 88．8120．9 73．4 84．8
198699．7 99．9 99．4 77．8122．4 63．5 82．8
198797．1 「OO．1 101．5 83．5124．5 67．1 91．7
198899．2 99．999．6 71．3138．7 51．4 102．9880．7 92．7
19891 ■1990 99．3 99．9 99．8 73．3「37．6 53．3 97．43 96．9 92．3
99．2 100．O100．O 75．5122．1 61．89．08101．3 93．3
199199．1 99．9 100．4 74．7123．5 60．5 111．33104．5 96．1
199299．6 99．9 100．「 74．2110．3 67．3 74．76103．9 96．5
199397．9 100．O100．O 83．5101．6 82．2 81．64130．5 97．2
199499．7 100．O 99．o 87．9 47．5185．1 67．40 96．7 98．0
199599．9 100．o 98．5 85．30．7 168．3 68．02100．3 93．9
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額であ孔                 図5－1品目別楽器販売金額推移
                                楽器製造協会統計より筆者作成 1．様変わりの販売動向    百万円                 120，000                                一。 十ア・ンプライトビウノ
                                   一一■一一グランドピアノ 『楽器自書』の記述，「今                    十肝ビブノ
                                   一←電子オルガン                 100，000後の楽器業界は，個別には若
干の調整はあるものの，全体    80・OOO
としては順調た」といった楽    60，OOO
観的た業界観測が，15年の間
                 40，OOOに天地が逆転したようだ状態
をグラフは示している。     20・000     一一一：一一一一一’I一一一一1一一■一’’’’I
 アップライト・ピアノは       一























の「電子楽器」類で，80年代後半に       図5－2品目別楽器販売台数推移
                                楽器製造協会統計より筆者作成かけて急カーブで上昇しているが，  6鴉              十アップラ子ト
                                  ＿●＿グランドピアノ「電子ピアノ」を除いてはその時点                  十電子ヒ7／                 5，OOO                      －X一電子オルガン
                                  →‘一電子キーボードをピ’クに下降している。  。，。。      ‡尊勅
1980年までの「隆々たる楽器産業           二圭ご‡享タ．
                 3，OOO                       ＋管楽器計
の将来展望」の姿だとはカゲラもな
                 2，OOO
い。短期間でこうも変わってしまう
                  1，000
ものかと，企業活動の不安定さと経















                   図5－3品目別販売台数推移（除く両キーボード）r楽器潜在需要」を堀り起こしたの              繍雌協会鰍より筆者作成
                  千台                  700              歴1だろう。                            ＿。＿グラバヒソノ
                                  十電子ヒブノ 生活非広余島である「楽器」を，   600              ‡蔓㌢し㍍セ
                                  一』生ギター教具として購買強制力のたいたかで，  500             二基驚一
在来のどの楽器に比べても10倍以上  400
もの数量を買う「人たち」がいた，  300
                              、一÷．
ということの証明ではなかろうか。  200
このグラフでは・電子キーボ’ド何gパI1以外の楽器の動向や変化がみえにく              十十十
















                                      合計
カーの存在である。外国の関係者




































                    図5－5 アップライトピアノ販売台数推移
                 穂
ても，基本的な傾向は変わるもので
                                  口輪出はないが，国内と輸出のパラソスが，                  ・国内





も「国内の落ち込みがひどい」とい             ト      合計
                              ①①       国内う表現の方が正しい。しかし，その      2§嚢嚢8輪山






                         平均単価の推移をグラフにすると
  図5－6 アップライトピアノ内外販売比率
倍              通産省義貸雌十より筆者作成
14．0                    綴簸菱萎姜萎1のようにたる。数値は，単
120■・三一三⊥」一三・し一一一，一，」一三・三∴」・三⊥一j一三一し」一」・三・L…一三一    純に雑貨統計の販売金額を台数で割っ
1O．0－1－1一｝一1＋；1．1．；．＝、．号．；．1．一．lI；．＝．一．；．…I；．1．1．一．｛．ト．
                        て算出した。「平均単価」としてみ
…一 D1一，1一＝・＝一1÷1－1÷1－1一：一1一÷1＋一：一1一｝・1－1・1・；一；一
                        るには異論のあるところかも知れな
6．O    ■．．． ■’        一一  一I
40                     いが，時系列データなので，傾向値
2．O ．十1＋1．H．≒．≒．、→．÷．．            としては使える。もちろんひとくち
1．0      1■一一．． 一一．
 ○ト①“oωト⑭r⑭ωト①r oω    でピアノといっても，種類がたくさ
 ⑭  ‘o ｛o ト  ト  ト  ト  ト  o  ω  ω  一〇 ①  o、 ①  o，
 o、 ①  o， o， o＝ o， o， o， o， ①  o、 ① o、 ①  o， o，
                        んあり，モデルミックスによっては
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図5イ数表 アップライトピアノ国内外比率




























































          通産省雑貨統計より筆者作成
      1着∵11
ト  o， F  oo  凹、  ト  o、 ，一  〇  」o  ト  ω  F  oo 」o
＝O  tO  ト  ト  ト  ト  ト  Oコ OO  〔O  O0  00  0， O， O、























































































































                     図5－8数表 ハイブリッドピアノ販売比率推移













ヤマハ株式会社事業部提供資料より   単位＝％










1995 5 33 16
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増えている。
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   図5－9 グランドピアノ販売金額推移




         通産省港貨統計より筆者作成
























                       図5－11 グランドピアノ内外販売比寧
                              通産省難貸鵬十より筆毛作成                      倍
                      2．50 ．、．．．．．．．．．．．．．．．．一．≡．一一一一一一一一
「輸出」を分母にして計算したもので「1．0」
                      2．00は同数をあらわしそれ以上の数値は「国内」 @＝1111111≡11111111111111鱒1
が「輸出」の何倍にたっているかのグラフで  1－50
ある。                  1．oO≡≡≡H≡≡数量比＝＝一．．■≡≡一．．lllll
 「金額比」では1995年まではかろうじて  o．50
1．0以上の指数になっているが，1．0に収蔵し
                       1o ト o＝ ト o， ユΩ 卜 o， 1 oo ■o ト o， r oo 山。つつある。                  888らきまら島388窒33381
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   （2）世界品質
  しかし台数では，1969年と1981年にスポット的に1．0を割っており，1984年以降は完全
 に輸出依存型に姿を変えてしまっている。「円高」傾向下で輸出が伸びているのは，見方
             を変えれば立派なもので，それだけ日本製グランド・ピアノの
図5－11数表         質が世界から評価された成果ともいえる。特にr超高単価」製
 グランド・ピアノ内外比率  品分野だけに，日本のピアノ産業の技術レベルは賞賛に値する






































































    通産省雑貨統計より筆者作成
一  〇〇 uつ ト  o） ト  oつ uつ ト  oo ザ  n  ］『
ト ト ト ト ト OO OO OO OO OO O， O， O，
























































































































              そのようた状況で，ピアノはどうであったのだろうか。通関
図5－13数表
総輸入金額対      統計では1987年までは「ピアノ」の数値はひとつになっていて・











            大蔵省通関統計より筆毛作成
■総全額
ロピアノ



















                      図5－14 国別輸入ピアノ台数推移 韓国のピアノでは，「サミック」，             大船通関統計より錨作成                    台
「ローゼンストック」など，韓国ブラ 10’O00  －1－I－
                   9，000ソト以外に，日本のピアノ輸入業者が  8，OOo ＝：＝翠昌
                      十一ドイツ自前のブランドを委託生産（OEM）  71ooo ‡蟷
                   6，OOO  ＋オーストリアさせているものも数多くある。次いで  5，oOo 二島冒羊
ドイツや米国であるのは理解できるが， 4IOO0
                   3，OOO       一一一一一
輸入の多かったソビエトが，連邦崩壊  2，OOO    ．→止」．÷．．ト．L．
後ただの一台も輸入されたくたったの  1，O00          －1・・一









           大蔵省通関統計より筆者作成
韓国 中国 ドイツ ソ違 米国 一ストリ チェコ ヨヒ朝鮮
19801，182 51 364271 490 19 121
198110111フ0 193 25 369 23 110
1982490 189 1 295 24 81
198311η 30 192 579211 27 フ1
19841049 164842129 2666
19851167 2341298114 2フ 59
19862708 31 2181．032 137 34 24
19875933 20 294 875 26466 73
19889320 29 33712フ 357 116 88
19894．666 81 412 270 152 44
19903．931 268 615 233 109 50 390
1991359469 641 214 81 48 363
19923578 71 450 328 73 99 71τ
1993 572 61 388 984 92 147588
1994 376100 556 585 65 138 998
19954678 64 623 269 53 181 1009
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図5－15数表輸入ピアノ国別合計金額推移
         大藏省通関統計より筆者作成 単位＝千円
年次 韓国 中国 ドイツ ソ連 米国 オーストリア チェコ 北朝鮮 輸入合計
19802119607，98662281244522171445 6986940982 220η8
1981184756239894254814，1051219094993236261 852185
198299，120 57438619014120480597 30912 931556
1983235745410409908101．91671620 94936 22690 956794
1984202565 3360831517629598フ 75，92023392 900233




1989810628 9832 1076894193，34049916411536 668432
1990698．192326801784371 6799213575401180562，328 η513フ
199160598180401，962，808 1879002974461163962434 162909
199258275410，515194485 156，209323690 29586115250 503791
1993532702 97021．127131 30474937918136．72791921 6688フ9
1994612463145381634．143 299310274．78029826143527 139391
1995673105105011363989 291136185812 34000128731 860021
199645356216．7911631．326 22863636588045，224 96，659 838078
「ザイラー」など世界の名品ゆえに価格も飛びぬけて高く，台数の勘定とは別である。
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図5－16 電子オルガン販売台数推移
         ■磨善業員続計より真著作成
因5－17 電子オルガン販売金額推移
          選量省業貸続附より竈若作成
計  §㍑⑩
    ’宰2曇婁§亀
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失ったのは，ほかの日本製エレクトロニ    図5－18数表電子オルガン平均単価・数量推移
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数量推移（単位＝一台〕 平均単価（単位＝千円〕
年次 輸出向 国内向 輸出 国内
1970 41．290 101仰5 101 110
1971 55816 113，892 110 114
1972 14364 127936110 129
1973 84009 140382122 150
19刊 76681 171530145 198
1975 88557 172215142 217
19フ6 119408183198145 232
19フ7 117971 184246156 250
1978 134368177仙5 144 263
1979 152908191512116 272
1980 178938200304130 271
1981 190459177．975 142 280
1982 147．818 154．279 149 310
1983 142073131．678 153 319
1984 147748133．793 163 364
1985 119263118．288 202 343
1986 98，460 98，669 128 321
1987 101250104984139 335
1988 80205 94．756 138 338
1989 78557 83511 128 323
1990 63978 68．526 132 334
1991 60661 67438157 445
1992 42912 53842137 455
1993 38357 42601 124 419
1994 25821 35665171 399
1995 20．663 34．893 155 388

























   図5－19 電子オルガン内外販売比率
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      ．．．．．灘は国内販売分だけに限定した販売数量について，「電子オルガン」と
「電子キーボード」を併記したものであ孔電子キーボードは1981年に統計品目に制定さ
れたもので，数値を当初から採用したのは「製造協会統計」たのでそれを採用した。ただ
























一  N  0〕 寸  ユ。  ⑩  ト  oo ①  o  ，■  N  oo 寸  ユ。  ⑩





















































      図6－1電子ピアノ販売推移
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       楽器製造協会統計より筆者作成
数量（業位＝一台） 金額（単位千円）
年次 韓出 国内 合計 韓出 国内 合計




1985 21433 52900 743331 68 8859256937694081




























   図6－2量子ビ7ノ平均単価推移       図6－2数表 電子ピアノ国内外平均単価
           楽器製造笛会統計より竈若作成千円                             楽器製造協会統計より筆者作成
160  一一．一一、一一、一一．一一・r一一「一一．一一r一一、一一．一一一．一一†一一．一一r一一
；：：1マ1111
100    －1一一r ．
8。一11＝｡I
60  一一 一・一一・一一
40  一一：一一≒一一ト
20   －1一一÷一一。
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！千1111＋．．卜11111’一
 一≒一一1一一一1一  一一「一一。一一一
1一一1一一1一一r一由一十十一1一
＿＿L＿＿1＿＿＿一＿＿■＿⊥1＿1＿一＿…■一一一■
 一トー一1一一⊥1一’T  H：⊥1
 一≒一一1一一一一〒
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                        ピアノ」の「販売数量」を，同軸で
  図6－3 ピアノ（電子・アップライト）販売比較
             鰐鵬協会統計より鵜作成   プロットしたものである。顧客サイ
千台                    十電子ヒフノ韓出
350                                   一●一電子ピアノ国内
        I－1一一一1一』∵」⊥■I一’1一一一＝一’I＋電子ヒワノ合計
                 一美一ア・’フライトビブノ崎出
                 ÷量一ア・，フライトヒ7ノ国内
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       楽器製造協会統計より筆者作成 単位＝一台
電子ピアノ アップライト・ピアノ
年次 轄出 国内 合計 鵯出 国内 合計
1981 6．175 32．780 38955 78292 23353311．825
1982 19709 35165 5487472521 227041299568
1983 28．859 42918 フ1フη 74729 215400 290129
1984 32．257 57．533 89フ90 フ8，347 188616266963
1985 21433 52．900 7433368η5 187333 256108
1986 55981 7フ307 133，288 71471 169514240985
1987101670113906215．5フ6 79576 159．248 238824





1993 12フ，308 143．165 27047373，883 76565 150，448
199412263613336625600270321 η987 148308


























































            楽器製造協会統計より筆者作成
∴一川一一一三11ポー一一一
      ．一、一＼∴∵．一・一一一一一一
一一
宙黶 @十一一i一・・一一一・一一㌧べ十十1木一1一一長一．
    一  一  一                  L兆
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L      ．  I’、吋・
■一@ N  00  寸  」o  ＝o  ト  oo  ①  o  r  ～  o  寸  」o  二〇〇〇  〇コ  oコ  ⑩  oコ  o〕  oo  oo oo  ω  ①  oi ω  ①  σ＝ ①




年次 輪出 国内 輪出 国内
1981 37 44 13 12
1982 49 62 17 23
1983 52 64 17 18
1984 53 57 11 14
1985 44 54 9 12
1986 34 47 7 11
1987 30 39 6 10
1988 18 34 6 10
1989 2031 6 8
1990 18 27 6 7
1991 20 27 5 7
1992 19 25 5 6
1993 19 26 4 5
1994 17 21 4 4
1995 16 18 4 4
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      （3）驚異的なアタック








    10年あまりであり，それまで
    存在していたかった電子楽器
電子キーボード販売推移
   楽器製造協会統計より筆者作成
数量（業位一 台） 金額（｝位千円）




























      図6－6ミニキーボード販売推移       出向けの下落であり，国内向け
             実器製造協会統計より筆者作成千台                   百万円  はかろうじて水準は維持してい
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     楽器製造協会統計より筆者作成
敷i（単位一台） 金額（単位千円）


































































































     ．．l11二1111，1＝は，1988年以降の「鍵盤のある電子電気楽器」の経年推移である。
               ．数量・金額どちらも順調な伸びである。しかし，なに
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    表6・2 国別輸入電子・電気楽器平均単価（荷重平均）
                    大産省遍関統計より筆者作成                          単位一円   （3）生産地で変わ；簑妻二駕≡薫∵≡…＝：：げ，る楽器の種類
 アメリカl r50，560マレィシァ15，g08台湾．＿⊥」，732〃カホールl r6，881  そうして数値を算出
        メキシ〕 「 5，942















年次  ■hイツ オランダ
198819 44窯雫









と輸入数量を考えた時，そ      表6－4東南アジアなど各国生産数量年次推移
                                大貫省通関統計より筆者作成れが電子オルガンとは考え                         艶＝童
にくい。                   1967響                                       31噌
航噺ジ視
二練二幾㌘        1勢
一  一 一   ■ 」     止
年次 韓国 台湾 中国 フィリピン タ
19888247630，26384，OOO
R11，651 一    ■    L
R50，358
1989「9634150．72664，5幽
■ 一「199027352829，30539，522 ア，992■  I   －T   4
1991444，9487．456 14，485 9，936 402 477，227








@  262700 30，281
1995 9，705 331220．748 138．975  3，620
492，270 I ユ 一 0
T92，310一  ■ ■


















    図6－7国内キーボード需要推定      味性（コスト要因）の変動に対し，日
            通産省、大蔵省統計より竈者作成千台 国輸入                 本メーカーが敏感に反応して，生産国
1，200   ■ミニキーボ’ド
   。。 ① o ＿ ～ o 寸 o ⑩  再輸出分もあるらしい）国内消費分と
   oo   oo   o〕   ①    ①    o，   ①    ①    ①   o，   o，   o，    o，   o，   o〕   o，   o，   o，
   F F F F F P F F ト  みだして国内生産分と合算すると，日
本における「キーボード・マーケッ






大藏省統計より筆者作成         単位＝一台
年次 電子キーボード ミニ・キーボード 輸入 合計
1988 215176 2η．393 166476659045
1989 247．145 310，106 260925818176
1990 333．882 290254313056937．192
1991 373527 2丁1．721 4594331．104681
1992 382．891 228613321．108 932612











































































       楽器製造協会統計より筆者作成
教■（単位＝台） 金額（単位＝千円）

























                           キーボード・シンセサイザー内外比率
なのだろう。
                              楽器製造協会前計より筆者作成    図6－9 キーボード・シンセ内外販売比率
                実器製造協会続言十より竈毛作成倍
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うことである。                      図6－10数表
                            キーボード・シンセサイザー もうひとつシンセサイザーの特徴的だところは，国内
                                    平均単価
にある。
    図6－10 キーボード・シンセ平均単価推移
               楽讐製造協会統計より筆者作成千円
140  ＿一r＿一丁一＿、一＿■＿＿■＿一一．一＿一．一一一．＿一＿．＿一一．一＿一．＿一一。一一r＿一τ一一
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ザーにかぎっては，他の鍵盤楽器                      図6－11 「鍵盤楽器総体」販売推移
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         通産省＆全楽協統計より筆者作成
             単位≡一台
年次 アップライト・ヒIアノ ク‘ランド・ピアノ 1トト’・オルカ’ン 電子ヒ’アノ 電子オルカ’ン 電子キーボード
1981 233533 16．660 48110 327801η975 66149
1982 227041 17478 35226 35165 154，279 50757
1983 215．400 11780 24802 42918 131678 71206
1984 188616 16544 1808057533 13379360793
1985 187333 1629514フ25 52，900 118288 η814
1986 169514 16295 9691 η307 98669 124591
1987 159，248 16834 6027 113906 104984149，755
1988 151859 193454989 128370 94756 215176
1989 148194 204695134 140941 83511 247145
1990 129523 2121フ 4023 144556 68526 333882
1991 111225 15，524 4032 141386 6フ438 3フ3．52フ
1992 97225 15904 2812 146428 53842382891
1993 76565 129701，281 143165 42，601 268．908
1994 η．987 14427 1，071 133366 35665 321372
1995 63．215 12220 1061 120929 34893 356503






















































     図7－1 トル・円為替推移        たらした。
、、晶 、．、．、．．、．琴叩竿芋㌣竿竺 その貿易黒字減らし，さらなる円高へ
100．00
150．OO       一■一一L一一1 － I」10 一
200．OO          一・一一トー→一一 一
250．OO
300．00









































































































































    図7＝2 東南アジア輸入電子楽器国別推移
千台                   大茂省通関統計より筆者作成   ■メキシコ600   鰯インドネシア L一＿ 一＿一   □マレーシア
   ■シンガポール
500←■タイ
   ■フィリピン
   口中国

















































     図7－3 アジア各国賃金（ワーカー）推移
                  J肌ROデータよ＝〕筆者作成
      （中巨壬1はト海、甘イはバンコ・」ク、フ｛■」ヒンはマニラ、l1本は神余川」り：互金］
USドル
3500－
3000ト@ー     一一馴98頭一一  一一一一一j，             1■1990一。。。ト＿．＿．＿   ＿t」．9皇与．↓









                      ト…』心…」＾
               韓台香シマダイ中フ日               国湾港券㌣イ手国 1J本








                             先ほどは「フー力一」賃
      図7－4 アジア各国職能別賃金比較
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とになるからである。        表7－1アジア主要都市・地域コスト比較






















韓国 香港 台湾 シンガポール マレイシア タイ
ソウル 香港 ウァランプール ハンコ・｝ク 台北
X60川1．400
シンガポール
U目O…1．400賃金 ワーカー 1，130～1，400 日20山1，80 200＾350 150＾320
エンジ＿ア 2，100山2，200 1，200山3，4001，40 山1．日OO060山2．6004目O～1，410 3目O山660
くUsト’ル〕 中間管理咄 2．目OO～3．1001，600山3，600 2，200｛2，900 1，990山3．9001，1日O山2，自OO790～2．200
不動産 工業団地価格 呈。o ヨ49 156 13．2…皇4．目 174｝260 日7
○漉所賃料 4o 70川g宙 20山20 51．2－71．O 20山2百 旭

















Q0．旬OO乗用車価格 11，OOO 22．727 16，500















賃金上昇率 1一 8 6．6 6」フ 11．7 6．9















為替 対ドル 771．90ウオ）7．74HKドル 皇7．2台湾兀 1，406Sドル2」4ηリンキッド 25，275バーツ
中国 イレトーネシア フイー」ピン イレド ベトナム 日本















中間讐理㎜ 帖〇一300 珊。－1，4oo 硝。－1．1oo 髄。－1．100帖。円450 5．3柵一6，刷O
不記産 工業団地価格 40 目。 5．4 142 3．皇 1，目04
章寝所資料 6目一75 25 27」5 91 57 44｛57
住宅借上科    0 ヨ、400 2．600 2，300 4．600 O．170 3，990＾6，650
料金 業務用電凧料 o．o百 O，035～O．074 o．09 o．074 O．075 O，13｛O．15
崇鵜用水道料 〇一06 o，5 o．24 O」12目 o．的 O」23
乗用車価格 10，447 32，100 19，フ53 13．800 43．400 15－OOO















資金上昇華 5 11．7 16 19．2 1．4













 為替  対ドル
｡算定基準・単位
3」33兀 2，329ルビア 26，173ペソ ヨ5．04ルビー 11．02ドン 10612円
貨金 ワーカー ｛一般工賃〕   uS竈   貨金は中小規模日系製造業5杜程度の
エンジニア ｛中堅技術剖  uS＄   平均給与、月額1富与、言者手当こ別
中間管理砧 （部課長クラス〕 US＄
































































































































































金杜名        ブランド
｛株〕河合楽器題作所  カワイ
アトラス製造｛枯〕   アトラヌ〃一ぺ」』
フロ ービアノ製造㈱〕 フロ 一
｛榊拒山ピアノ    フクヤマ










寛京ビアノ工業｛榊   イースタン























































@                  より筆者作成



















@O．96     ＾
@O．93
O．90  0
198613，226404 r，926 O．87  一
198712，709517 2，443 O．84i
198812，649 60 2，503 O．83
198912，423226 2．729
Q，896「990 12，256167
O．82u 0 」   一 I －
199111，647609 3，505 O．77
■ ■  ■199210，775872 4，377 O．7「








                         表7－4 カワイ社員数推移







在緬 肖11減数 粛「丁蔽■年次 従業員数 削減数 在籍比率
198「 6，079
1986 6069 10 10 o．99
1991 3，570 2，499 2，509o．59
1992 3，404 166 2，675 O．｛6
1993 3，112 292 2，967 O．51
1994 2，869 243 3，210 O．47
1995 2，731 138 3，348 O．45





















































   販売数量比率
      ヤマハ㈱経営企画室提供資料
ピアノ用途別販売比率推移
    ヤマハ㈱経営企画室提供資料より筆者作成
  1985年       1995年
、三／
1一グラン｝チノお春ポi7ラン正テフ施蕪■ア弓フドピァノ元用1



























グランドピアノ合計    13．600
      8．560
      71120
      2，720
 表7－7 用途別ピアノ販売台数（試算推定）
                竈看作成
一一          20．600
    142．140
    41．200
     2，060












                        図7－6 ピアノ用途別販売推移 データの認識上ここでひとつこと             繊試算データより潴撒
わっておかねぱならたいことがある。  台







                1985年
1碧1奮1意111111




るものといえる。               ？









































ものの，目的論は一緒なので                      図7－7 学校外学習状況
使用した。         ％           文船「学習蝸に阿る雛湾劃よ膿榊越
                                  固学習塵197690 この数値の集計方法は複数                    ■学習塾1985
               80                         D学習塾1993
                                  ■お稽古1976回答方式をとっているので，  70                 ．お舶1985
                                  ■お稽古199360パーセントであっても，合計               50
で100を超える。また，この 40
               30設問では，「家庭教師」，               20
「通信教育」などもあったが， 10
数値が微少のため割愛した。    計   男   女   書十  男   女
                 小学校             中学校小学校，中学校の合計のため
172









年次 計 男 女 計 男 女
1976 12．0 13．3 10．8 38．8 40．6 35．2
学習塾 1985 16．5 η．7 15．1 44．5 45，9 43．0
1993 23．6 24．9 22，3 59．5 60．9 58．1
1976 62．8 53．9 71．6 26．3 16．2 37．O
けいこごと 1985 70．7 63．0 78．8 27．4 15．3 40．O






































      図7－8 年代別ピアノお稽古推移
        文部省「学習塾等に関する実態調査」より，若作成




                         比ぺ「電子オルガン」のグラフ
                          よりも圧倒的に習学率が低いのに，         中女心鵬             小高男               中 男            年次でみると1985年はあがったも
のの1933年には下降という「山型」の推移にたっている。男女差はピアノ同様，差が大き
い・                      図7－9 年代別電子オルガンお稽古率推移




















年次 197619851993 19761985 1993
習字 59．3 47．638．8 54．8 47．7 46．7
そろばん 22．3 14．9 12．8 18．O 15．515．O
音楽系 19．7 18．8 20．O 64．366．6 67．2
体育系 25．3 59．1 70．5 5．4 24．1 39．4
ピアノ 7．8 13．2 17．O45．5 53．360．2
電子オルガン 3．1 4．4 2．O 7．1 11．6 6．O
小学校高学年
男 女
年次 197619851993 1976 198519 3
習字 43．9 40．3 36．3 49．5 48．450．2
そろばん 42．1 32．2 19．6 41．938．O 24．5
音楽系 12．3 12．414．5 49．3 57．4 61．2
体育系 29．7 55．268．4 6．5 19．8 27．7
ピアノ 7．8 8．5 12．0 45．553．3 引．3
8子オルガン 3．1 2．3 1．6 7．1 11．6 5．9
中学校
男 女
年次 19761985 1993 197619851993
習字 36．3 32．27．6 35．7 33．9 35．6
そろばん 15．9 14．76．1 16．5 15．3 7．1
音楽系 14．8 14．6 18．8 55．959．4 62．3
体育系 35．1 45．5 52．O4．8 8．2 6．4
ピアノ 7．8 9．2 14．145．4 46．7 52．7








































 総務庁統計局国勢調査      図7．10男女別人口（大正9年、平成7年）
                             総務庁国勢調杳報告書「日本の人口」より報告書『日本の人口』に




















120   100   80    60    40
図7－11 出生児数推移


























              図7－11数表 出生数推移
も歴然としているよう
































年次 西暦 出生敷 年次 西暦 出生数 年次 西暦 出生徴
昭和 22 19472679昭和 39 19641，717昭和 55 1，980 15η
23 1，948 2．682 40 1，965 1824 56 1981 1529
2419492697 41 19661．361 57 1，982 1，515
25 19502338 42 1．967 1936 58 1，983 1．509
26 1．951 2138 43 1，968 1，872 59 19841．490
27 1，952 2005 44 19691890 60 1．985 1．432
28 1，953 1868 45 1．970 1．934 61 1，986 1383
29 19541η0 46 1971 2001 62 1987 1347
30 1．955 1731 47 1972 203963 1，988 1314
31 19561665 48 19732092平成元年 1989 1247
32 1．957 1，567 49 19742030 2 1．990 1，222
33 19581653 50 19751901 3 1991 1223
34 1．959 1，626 51 1976 1，833 4 19921，209
35 1960 160652 1．9η 1755 5 1993 1188
36 1．961 1．589 53 1978 1709 6 19941238












  （4）連動して減少する生徒数と学級数                             表7－9 学校数推移
 当然のことながら，これらは各学校における生徒数幼稚園榊吏部舳徽平成舳帥｛をもとに蝿徽
                         一                 一一 一τ   □■に影響仏文部省が毎年おこた一て／・る「初等中等 @  猛⊥卦教育の学校調査」が≡1ミ11≡＝；≡；’．一．一一一一三＝撃一＝ であるが，その傾          45！193 25・2
1／1確に出1一い・ずれ／r学校数」r生徒数・1 二名指！
は実数であり「生徒数」は千人単位であらわしてある。小学校











■  I 一 1  ⊥1955 2，OOr 1r1，61723．2
I   1 ■   一 一  L 」  一  ■ 1 ■1965 3，882193，52426．2
■  ■ 一  1  11975 3，079222，91519．
■  1 1  一 ■19855，4535，177．681266，80919．






































































































         経済企1曲i庁1家．；1一消費の動向．．調痔より讐毛作成
u、  ト  o，  r－  o  し。  ト  o、 ，一  〇〕  Lo  ト  o〕  ■一  σ〕
⑩  二〇  〇〇  ト  ト  ト  ト  ト  oコ  oo  oo  oo  oo  o， o，

















                            単位＝％
年次 カラーw VτR ステレオ    ●tーフ0＾．¥コン ヒ．アノ 電子鍵盤楽 乗用車 洗濯機 冷蔵庫 電子レンジ 掃除機 エアコン
1965 13．5 3．4 9．2 68．5 51．4 32．2 2．0
1966 O．3 16．7 4．2 12．1 75．5 61．6 41．2 2．0
1967 1．6 19．8 4．8 9．5 79－8 69．7 47．2 2．8
1968 5．4 24．1 5．2 13．1 84．8 フ7．6 53．8 3．9
1969 13．9 27．3 6．1 17．3 88．3 84．6 62．6 4．7
1970 26．3 31．2 6．8 22．1 91．4 89．1 2．1 68．3 5．9
1971 42．3 33．9 フ．3 26．8 93．6 91．2 3．O 74．3 7．7
19フ2 61．1 40．4 8．6 30．1 96．1 91．6 5．O 79．8 9．3
19フ3 75．8 44．4 9．7 36．7 97．5 94．7 フ．5 85．2 12．9
1974 85．9 47．0 10．2 39．8 97．5 96．5 11．3 89．6 12．4
197590．3 52．1 11．8 41．2 9フ．6 96．7 15．8 91．2 17．2
1976 93．7 53．8 12．2 44．O 98．1 97．9 20．8 92．719．5
19η 95．4 54．9 13．O 48．7 9フ．8 98．4 22．3 94．425．7
1978 97．フ 1．3 56．3 14．9 51．7 98．7 99．4 27．3 94．729．9
1979 97．8 2．O 50．5 15．5 54．6 99，O 99．1 30．6 95．7 35．5
198098．2 2．4 5フ．1 15．8 57．2 98．8 99．1 33．6 95．839．2
1981 98．5 5．1 58．5 16．7 58．5 99．2 99．2 37．4 95．4 41．2
1982 98．9 フ．5 61．5 18．O 62．O 99．3 99．5 39．9 96．9 42．2
1983 98．8 11．8 59．0 17．4 6．9 62．9 98．2 99．O 37．2 95．849．6
1984 99．2 18．7 58．O 17．6 7．6 64．8 98．4 98．7 40．896．7 49．3
1985 99．1 2フ．8 59．9 18．3 13．9 6フ．4 98．1 98．4 42．89フ．4 52．3
1986 98．9 33．5 60．5 19．2 13．2 67．4 99．6 98．4 45．398．2 54．6
1987 98．7 43．O 58．9 11．フ 20．9 13．9 70．4 99．2 97．9 52．298．1 57．0
1988 99．o 53．0 58．9 14．0 9．7 19．9 13，7 フ1．9 99．O 98．3 57．O 98．2 59．3
1989 99．3 63．7 61．2 19．8 11．621．9 14．9 76．O 99．398．6 64．3 98．5 63．3
199099．4 66．8 59．3 24．1 10．6 22．7 14．6 η．3 99．5 98．2 69．7 98．863．7
1991 99．3 71．5 57．928．4 11．5 23．3 14．3 79．5 99．4 98．9 75．6 98．7 68．1
1992 99．o 631861．0 32．6 12．223．3 15．3 フ8．6 99．2 98．1 フ9．2 98，1 69．8
1993 99．1 75．1 61．3 36．2 11．923．2 16．2 80．0 99．2 98．081．3 98．472．3






















       ．．≡携薮艦1縁≡≡1        図7－13 耐久消費財r世帯保有台数」推移
               ム             経済州i庁r家洲1欄の舳1」調命よ‘／葦毛作成
          が   250．O                「
そのグラフである。百台                      十カラ‘TV
                                    －1－VTR              200．Oのラインを超えているの                     一止ステレオ
                                     →←ワープロ
が一家に複数台あるもの                       ’一舟パソコン              150－O               一二一6              一牛ピアノ
である。 「カラーテレビ」           一半．．         1←電子楽器一
                                    一乗用車                       4♪㌃二鴛鳥㍗纂叢1∵0ド”㌦一、！1ム≡T11ポ
                                    ≡・4一掃除機：1；；∴ど㌻11名＝ 4一町

















             カラーテレビ，乗用車，ステレオ，掃除機
普及率と保有率がほぼ同しべ一スで上昇中のもの
             電子レンジ，ふとん乾燥機，ワープロ
普及率，保有台数ともに頭打ちのもの
             冷蔵庫，洗濯機，応接セット
図7－13数表耐久消費財r世帯保有台数」
経済企画庁旧査局6「竃討消費の動向…消費動向調査年報・・」平成6年度版より著者作成
年次 カラーwVTRス子レオ    ●潤[プロ  ●pソコン  ●sアノ 電子健機業器 素用車 洗濯機 冷厳庫 電子レンジ’ 掃除機 エアコン
1965 13．8 3，4 6．5 69．6 52．4 32．8 2．6
1966
1967 1．6 20．2 5．O 9．8 81．2 71．2 47．9 3．0
1968 5．4 24．4 512 13．3 86．4 79．3 55．1 4．3
1969 13．9 28．5 6．1 17．6 89，8 86．8 63．0 5，2
197026．9 32．1 6．9 22．6 92．7 91．1 2，2 70．1 6．8
1971 43．5 34．4 7．3 26．8 95．1 94．4 3．1 フ5．τ 8．8
197264．τ 42．0 7．7 32．0 99．1 96．3 5．1 84．8 11．4
19フ3 82．5 46．5 9．8 38．8 100．8 99．9 7．6 91．2 15．8
197497．6 49．1 10．4 42．3 100．7 103，9 11．4 96．8 14．9
1975107．6 54．8 11．7 45．O 102．3 106．8 15，9 100．123．3
1976117．2 57．1 12．4 4フ．2 102．3 108．9 20．8 103．2 24．8
19η 125，5 58．5 13．3 55．O 103．3 114．O 22．5 106．4 34．2
1978131．0 1．4 59．5 15．2 55．6 102．3112．4 27．9 106．6 40．6
19フ9 136．1 2．O 60．7 15．7 60．8 104．7 114．2 30．8 109－4 46．4
1980141．4 2，5 60．4 16．2 64．1 103．9 114．2 33．6 109．5 51．8
1981150．9 5．8 61．8 17．1 64．9 104．8 115．2 38．4 110．O 57．9
1982152．9 7，8 65．8 18．2 71．7 105．2 114．5 40．2 112．9 57．8
1983158．612．3 63．8 1フ．6 7．0 76．4 105．1 116．5 3フ．5 112．フ フ3．0
1984163．819．5 62，3 1フ．9 7．7 フ9．2 105．5116．1 41．2 115．フ 75．2
1985176．629．1 65．6 18．6 14．O 83．6 105．3 117．6 43．1 119．9 72．0
1986174．735．5 66．7 19．5 13．5 84．5 106．5 114．3 46．0 124．88．0
1987180．24フ．6 65．O 12．4 21．3 14．1 91．3 106．3115．8 52．8 124．794．7
198818丁．7 60．3 65．6 14．4 10，20．3 13．9 94．5 107．0 115．8 57．7 125．8 98．0
1989196．9丁5．5 69．O 21．O 12．2 22．2 15．2 104．1 107．2117．2 65．1 129．3110．フ
1990196．481．6 67．O 25．4 11．2 22．9 14．8 108．O108．O116．2 71．O 130，8114．0
1991201．390．9 65．631．1 12，7 23．6 14．7 112．3 108．5119．4 76．9 131．9126．5
1992203．683．5 85．2 35．813．2 23．5 16．3 114．2 107．9 117．2 81．O 131．7131．2
1993208．8100．887．2 39．913．6 23．7 η．2 116．1 108．7 119．O 83．8 134．4147．5
1994213．5100．285．2 42．415．8 24．0 16．4 116．2 107．6 119．6 86．5 134．3 151．6
また，上記四グループごとの今後の購買動向を次のように予測できるとしている。
①グループ普及率が上昇しているので，今後とも「新規需要」が期待される品目。ま
      た保有台数もそれ以上に上昇中なので，同時に「買い増し需要」も期待され
183
      る。さらに普及率が上昇してきた結果，最近では「買い替え需要」も増加し
      てきている
②グループ このグループは普及率が高水準でほば頭打ちにたっているので「新規需要」
      よりも「買い替え需要」が中心の品目である。また，保有台数は上昇中なの
      で，今後とも「買い増し需要」が期待される
③グループ このグループは普及率と保有台数がほば同しべ一スで上昇しており（一人
      一台保有する傾向はあまりみられたい）今後も主として「新規需要」である
④グルーブ普及率，保有台数ともに頭打ちなので今後としては，主としてr買い替え




















































            ；1≡≡1である。右側（近年）の生ピアノの「落ち込み部分」が，
                           見事に埋められたグラフとな    図8－1 ピアノ（生十電子）販冗台数推移
             通産舳びに楽器製造協会舳より鞘作成  る。電子ピアノを購買する層
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1981 233．533 16660 32．780
1982 227041 1747835165
1983 215400 17フ80 42918
1984 188．616 16544 57．533
1985 18フ333 16295 52．900
1986 169514 16295 η，307
1987 159248 16．834 113906
1988 151859 19345 128，370
1989 148194 20469 140941
1990 129523 21217 144556
1991 111225 15524 i41386
1992 97225 15904 146428
1993 76，565 12970 143165
1994 η．987 14．427 133366
1995 63，215 12．220 120929





















      図8－2日米ピアノ販売台数比較        いまさらいうまでもなく・
              AMC｛米111n、適確省｛日本）統．討よO筆者作成千台                       明治から始まった日本におけ
350 、一 一   1 、 ． ．一 ．一． 一       一一．一1一、 。 ．一 ． ． 「一、＿r ．．．   、 、 、                        」一1                           る「西洋音楽」の普及度，音
                  一［＝割                        一                        一        “ トー1          楽状況に比較して，建国の歴                        一                         一：ll、｛、一一∵’∴llllllll；続11；l
  1！．1．1．1．．…．二．、．、．．．、．．．．」．、．  ．．」．」．L．「ても考えられ帆
㍗11≡≡1111：：＝＝＝＝＝一  ．＝＝ また人口からも，購買力か
  1、一．．．11 l：111：1「：1            一一一
柵Osー1」一1∵一∴一…Ll－1、：．．．，．．    らも，音楽文化浸透度からも
                            「ピアノ購買」の環境面で，
L∴二∵∵⊥L＿∵∵∴∴∵アメリカより日本が勝ってい
 」o  卜  ①  F  o，  Lo  ト  o〕  r  ω  ［o  ト  ①  ト  oo  u「 o  ；o  ω  ト  ト  ト  ト  ト  oo  oo  oo  o〕  oo  ①  ①  σ， ⑦①ωω①①ω①①ω①⑦①①①①   るとも思えない。それにして
も年次に若干のズレがあるも                   図8－2数表 日米ピアノ販売台数比較
のの，マクロ的には「傾向」      米国データ＝AMC日本チータ＝雑貨舳十より筆者作成










そ1咀⊥    口
年次 米国 日本 年次 米国 日本
1965 2456001320711981 231000250193
1966 243．800 1509491982 203．000 244519
1967 222．300 159，5901983 197000233180
1968 225．378 η68961984 180000205160
1969 219．657 1995841985 151，300 203628
1970 193，814 2197911986 166555185．809
1971 205，214 2059911987 174993176082
1972 2325072333301988 162861 171204
1973 24η01 250フ301989 138745τ68663
1974 2484052798421990 111928150740
1975 2173292712521991 106941 126749
1976 246．235 2η．τ59 1992 102882113129
1977 2589182930311993 99721 89535
1978 282172291．0271994 98．778 92414
1979 275．600 3103851995 98229 75435












































































































                            単価が安いせいもあって，
   図8－3 電子（オルガン・キーボード〕販売台数比較
                 楽器製造協会統．1＋よ’〕筆者作成千台
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       の販売台数推移比較
       楽器製造協会データより筆者作成
               単位＝一台
年次 電子オ’レガン 電子キーボード ミニ・キーボード
1981 1η．975 66149 2206フ9
1982 154279 50、フ51 221967
1983 131678 フ1206 16004フ
1984 133．793 60．793 144727
1985 1i8288 77814 157．280
1986 98669 124591 235．フ46
1987 104984 149755 256220
1988 94756 215176 2η393
1989 83．511 247．145 310106
1990 68526 33388290254
1991 67．438 373527 2フ1フ21
1992 53．842 382891 228613
1993 42，601 268908 154．064
1994 35，665 321372 188735
1995 34，893 356503 236035









∴    一 一     一     一  1   1
AMC味1目〕、適産省（H本〕統I計よ’〕筆者作成
1－1」壊一∵一∵




①  F   oo  ［o  ト㊤  ト  ト  ト  ト。， o、  ①  ①  ①
o、  ・一  〇  ユ。














ト   ①  ■．  oo  ⊥Ω
o  oo  ①  o，  o，













   図8－4数表日米電子オルガン販売台数比較
   米国デ タ＝AMC日本データ＝雑貨統計より筆者作成
                単位＝一台
年次 日本 米国 年次 日本 米国
1965 1430001981 1η975 131．329
1966 130㏄膿 1982 1542フ9 101000
1967 1470001983 131，678 88．000
1968 142．000 1984 133フ93 58000
1969 1310001985 118，288 49600
19フO 1014751375001986 98．669 40．000
19フ1 1138921450001987 104．984 35．200
19フ2 12フ．936 186，000 1988 94．756 25．500
1973 140．382 202．275 1989 83511 17000
19川 1715302338451990 68，526 14400
19フ5 172215205．η2 1991 67，438 16370
1976 183．198 2172671992 53，842 17660
19η 1842462224001993 42．601 16600
1978 1η．445 1996541994 35，665 15．589
1979 191，512 175．159 1995 34，893 14．111



















                    ボード」の両者を合算したものといえるだろ  表8－1 日米ポータブル・キーボード
     販売台数比較        う。この数値の日米比較をみてみたい。
















一  一                        … L
一r990 1，987 937
一 ■    …
1 1991 1，990 r，105
2，070 612 933
■ ■   ⊥ 口
1，4r3 423 731
994 1，336 510 732
■   I
995 1，214 593 1，034
一．1Q打∵、 I L496 935
■






















































































































































































































































































































































































































































































S．Sadie：’E1ectronic instmments”，’E1ectronic orgaバ，’H㎝mond orglm”乃θ焔w
  αoγθ”ヒ”oη∂〃。〆Mむ曲4方5舳〃θηκ、London：Macmi11㎝，1984．
T．Darter：mθ4κo／捌θc勿。η比Mb5比、New York：Greg Armbruster，1984．
K．M記m：“The music industポHe1en Myers（ed），亙肋刀。㎜α此。ゐ鮒二m”切地0”0η，
  The New Grove Handbooks in Music，London：Macmi11an，1992．




      ＊1980年より「電子オルガンスピネット」と「電子オルガンコンポ」
       とを統合して「電子才ルガン」となる。
      ＊1985年より「電気・電子ピアノ」をr電子ピアノ」1こ改称。
      ＊1980年より管楽器は、r金管楽器」とr木管楽器」の二分類。
       それまでは、「トランペット」と「他の管楽器」の二分類。
       なお、このデータでは、それらをr合計」して集計している。
      ＊1986年より金額単位が百万円に変更。
                            台数単位≡一台
                            金額単位＝千円
アップライトピアノ
数  量 金  額
国 内 輸 出 合 計 国 内 輸 出 合 計
1965 126，654 12，834 139，488 16，686，9731 285，614 17，972，587
1966 144．739 17，792 162．531 19，705，355 1，736．071 21，441，426
1967 151，654 25，635 177，289201044，1472，470，033 22，514，180
1968 167，828 32．251 200，079 21，038，712 3，048，733 24，087，445
1969 190，797 46，510237，307 29，548，970 4，098－773 33，647．743
1970 208．591 35，198 243．789 31，734，397 3，379．105 35，113．502
1971 195，674 39，958 235，632 30，886，927 4，O01，086 341888，013
1972 222，151 44，282 266，43336，O04，824 4，622，361 40，627，185
1973 237，222 43，825 281，047 45，062，120 4，828，285 49，890，405
1974 264，449 40，264 304，713 68，600，137 5，066，162 73，666，299
1975 259，599 36，326 295，925 72，644，458 5，964．980 78，609，438
1976 264，764 43．901 308，665 781139，6027，238．927 85，378，529
1977 277，598 49，073 326，671 84，961，122 8，467，288 93，428，410
1978 273，913 49，507 323，420 86，271．404 8，116．901 94，388，305
1979 290，342 54，024 344，366 93，369，358 8，701，704102．0711062
1980 285，616 65，783 351，399 96，450，015 12，025，120108，475，135
1981 233，533 78．292 311，825 84，029，89915，920，097 99，949，996
1982 227．041 72，527 299，568 81，773，41515，401，881 97，175，296
1983 215，400 74，729 290，129 79，838，39616，061，458 95，899，854
1984 188，616 78，347 266，963 75，784，188 16，269，126 92，053，314
1985 187，333 68，775 256，108 74，701，01914，411，967 89，112，986
1986 169，514 71．471 240，985 63，665，000 13，428，00077， 93，000
1987 159，248 79．576 238，824 56．786100013，290，OOO 70，076，000
1988 151，859 86，722 238，581 56，670．00013，473，00070，143，000
1989 148，194 85，510 233，70455，528，OOO 12，685，OOO67，943，OOO
1990 129，523 88，746218，269 51，828，OOO13，508，OOO65，336，000
1991 111，225 86，059197．284 46，078，OOO12，638，O00 58，716．000
1992 97，225 78．779 176，O04 40，896．OOO11，637，000 52，533，OOO
1993 76，565 73，883 150，448 32，888，OOO10，859，000 43，747，OOO
1994 77，987 70，321 148，308 311964，00010，278，00042，242，000
1995 ．63，215 74，337 137，55226，270，00010，054，OOO36，324，OOO
1996 56，313 67，566123，879 23，668，000 9，674，OOO 33，342，OOO
209
グランドピアノ
数  量 金  額
国 内 輸 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1965 5，147 2，794 7，941 1，478，678 641，645 2，120，323
1966 6，210 4，341 10，551 1，733，533 913，259 2，646，792
1967 7，936 6，496 14，432 2，063，373 1，321，168 3，384，541
1968 9，068 7．092 16，160 2，351，150 1，464，115 3，815，265
1969 8，787 9，04517，832 3，105，511 2，224，078 5，329，589
1970 11，200 7，632 18，832 3，269，083 1，994，707 5，263，790
1971 10，317 7，360 17，677 3，244，933 1，954，406 5，199，339
1972 11，179 8，841 20，020 3，815，260 2，436，698 6，251，958
1973 13，508 9，916 23，4245，431，929 3，089，404 8，521，333
1974 15，393 10．89826，291 7，843，515 4，034，083 11，877，598
1975 11，653 7．974 19，627 6，416，991 3，153，911 9，570，902
1976 12，995 8，357 21，352 71362，569 3，515，323 10，877，892
1977 15，433 11，160 26，593 8，771，702 4，869．277 13，640，979
1978 17，114 13，690 30，804 10，078，1695， 12，408 15，890，577
1979 20，043 14，226 34，26912，084，863 5，939，264 18，024，127
1980 20，229 16．07936，308 13，102，714 7，502，948 20，605，662
1981 16，660 18，637 35，297 12，359．202 9，506，858 21，866，060
1982 17，478 16，395 33，873 12，746．0909，324，567 22，070，657
1983 17．780 12，179 29，959 13，257，1847，2 4，395 20，501，579
1984 16，544 17，379 33，923 13，744，08910，453，853 24，197，942
1985 16，295 17，23833．533 13，644，39510，339，34523，983，740
1986 16，295 18，95435，249 12，175，O001 ，388，OOO22，563，OOO
1987 16，834 21，94538，779 12，816．OOO11，197，O0024，013，OOO
1988 19．345 21，042 40，387 14，862，OOO1O，414，OOO25，276，000
1989 20，469 19，545 40，014 15，696，OOO10，034，00025，730，OOO
1990 21，217 20，297 41，51416，843，OOO11，534，00028，377．000
1991 15．524 18，496 34，02013，875，000 10，496，00024，371，OOO
1992 15，904 18，643 34，54714，794，OOO10，957，OOO25，751，000
1993 12，970 19，152 32，122 12，789，000 11，152，00023，941，000
1994 14，427 17，950 32，377 13，244，000 10，929，OOO24，173，000
1995 12．220 17，728 29，94811，855．OOO lO，551，00022，406，000
1996 11，890 17，65629，546 11，598，000 10，698，00022 296，OOO
210
電子ピアノ
数  量 金  額
















1980 34，900 11，246 46，1465，843，795 1，165，498 7，O09．293
1981 32，547 10，674 43．221 5，590，062 1，448，2077，038，269
1982 43，016 27，342 70，3585，051．264 2，476，388 7，527，652
1983 47，301 31，643 78，944 5，233，999 3，301，0328，535，031
1984 48，640 32．429 81，0695，542，200 3，036．214 8，578，414
1985 49，930 24，948 74，8785，092，213 2，258，2857，350，498
1986 64，972 51，129 116，101 7，750，O00 5，072，000 12，822，OOO
1987 112，26981，717 193，986 14，581，000 7，547，00022，128， 0
1988 123．580119，02一 242，601 16，404，000 11，800，00028，2 4，000
1989 130，558124，814255，372 17，920，OOO 12，308，OOO30，228，000
1990 133，395173，499306，894 18，823，O00 16，770，00035，593，000
1991 129，901160，998 290，89920，918，000 16，275，OOO 37，193，OOO
1992 142，692174，137316，829 21，263，00019，684，OOO 40，947，000
1993 140，399139，236279，635 20，467，00014，700，OOO35，167，OOO
1994 133，544114，460248，004 18，162，O0012，240，OOO 30，402，000




数  量 金  額






1970 101，475 41，290142，765 11，210，867 4，184，748 15，395．615
1971 113，892 55，816 169，70813．一030，350 6，133，001 19，163，351
1972 127，936 74，364 202，300 16，452，714 8，214，369 24，667，083
1973 140，382 84，009 224，39121，O00，02910，241，891 31，241，920
1974 171，530 76．681 248，211 33，976，81311，129，60345，106，416
1975 172，215 88．557 260，772 37，288，47812，574，24049，862，718
1976 183，198119．408 302，60642，564，06517，273．21959，837，284
1977 184，246117，971302，217 45，974，471 18，407．43664，381，907
1978 177，445 134，368 311，81346，714，04619，346，47666，060，522
1979 191，512152，908 344．42052，094，35017，758，09169，852，441
1980 200，304 178，938379，242 54，248，091 23，258，79077，506，881
1981 177，975190，459 368．43449，913，99326，981．46776，895，460
1982 154，279147，818 302，0974 ，887，31822，016，19869，903，516
1983 131，678142，073273，751 42，031，217，695，63763，726，854
1984 133，793147，748281．541 48，643，2624，112，43372，755，695
1985 118，288 119，26337，551 40，516，75424，112，43364，629，187
1986 98．669 98，460 197，129 31，661，OOO12，591，00044，252，000
1987 104，984101，250206，234 35，213，O0014，117，00049，330，OOO
1988 94．756 80，205 174，961 31，992，OOO11，075，O0043，067，OOO
1989 83，511 78，557 162，068 26，973，OOO10，066，00037，039，OOO
1990 68．526 63，978132，504 22，866，OOO 8，461，OOO 31，327，000
1991 67．438 60，661 128，099 301003，0009，540，OOO 39，543・，000
1992 53．842 42，912 96，754 24，509，O00 5，870，OOO30，379，000
1993 42，601 38，357 80，958 17，859，000 4，764，000 22，623．000
1994 35，665 25，821 61，486 14，214，0004，409，O00 18，623，000
1995 34，893 20，66355，556 13，524，O00 3，212，000 16，736，000
1996 33，776 18，146 51，92212，903，OOO 2，774，000 15，677，000
212
電子キーボード
数  量 金  額



















1983 88，943 298．440387，383 6，039，262 17，149，54123，188，803
1984 90，525 401．509492，034 6，586，529 23，547，06830，133，597
1985 172，582853．951，026，533 10，267，65937，864．95048，132，609
1986 192，7381，O08，8381．201157610，414，00041，219，OOO51，633，000
1987 198，471，668，3211，866．792 9，487，OOO 51，185，OOO60，672，OOO
1988 248，2201，742，8251，991．045 6，855，OOO33，154，00040，O09，OOO
1989 300，7051，589，683 1，890．388 7，898，OOO32 960，00040，858，000
1990 491，3882，073，5882，564－976 10，557，OOO42，947，00053，504，000
1991 554，1912，015，051 2，569，24212，139，O0042，622，OOO54，761，000
1992 379，9352，111，5352，491，470 7，915，000 35，564，00043，479，000
1993 263，0551，497．7331，760，788 6，058，000 28，196，O0034，254，OOO
1994 318．1141，001，7991，319，913 5，951，OOO20，036，O0025，987，000
1995 352，711662，3001，015，011 6，197，OOO 15，851，00022，048．000
1996 322，766420，553743，319 5，530，OOO 12，539，000 18，069，000
213
キーボード・シンセサイザー
数  量 金  額
























1988 52．072 195，928 248，0004，545，OOO 13，579，O0018，124，OOO
1989 54，434218，976273，410 5，338，000 16，623，OOO21，961，OOO
1990 49，917209，409259，326 5，520，000 20，300，00025，820．OOO
1991 44，967 175，196220，163 5，683，000 15，828，00021，511，000
1992 33，648 181，227214，875 4，296，000 15，282，OOO19，578，OOO
1993 31，232 165，755196，987 3，771，000 12，298，OOO16，069，O00
1994 34，643 101，216135，859 3，491，000 7，533，O00 11，024，OOO
1995 40，290 103，284143，574 3，825，000 7，103，000 lO，928，000
1996 35，534 111，306146，840 3，244，000 7，037，O00 10，281，O00
214
一、、 ：キーボー ド
数 量 金  額
























1988 276，7794，819，7845，096，563 2，291，OOO 29，859．00032，150，O00
1989 345，4122，967，4173，312，829 2，386，000 18，016，OOO20，402．OOO
1990 289，221，585，0591，874，280 1，801，OOO 10，548．000 12，349，000
1991 270，3492，228，0372，498，386 1，580．00012，239，OOO 13，819，O00
1992 229，6831，120，6641，350，347 1，106，000 6，399，OOO 7，505，OOO
1993 152，2591，O08，5791，160，838 563，OOO 3，890．OOO 4，453．000
1994 187，190286，965474，155 605，OOO 1，800，000 2，405．O00
1995 234，660100．374335，034 843，000 748，OOO 1，591，000
1996 169，447 135．787305，234 1，250，OOO 434，OOO 1，684，OOO
215
オルガン
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1965 415．838 3，930 419，768 8，054，531 74，573 8，129，104
1966 470．402 5，875 476，277 9，382．794 106，346 9．4891140
1967 511，789 7，270 519，059 9，578，260 123，073 9，701，333
1968 548，044 6，374 5亨4，418 9，557，621 93，185 9，650，806
1969 538，926 8，352 547，278 8，813，678 128，575 8，942，253
1970 481，125 7，867 488，992 9，420，644 154．349 9，574，993
1971 380，727 6．725 387，452 8，237，044 135，298 8，372．342
1972 370，236 5，692 375，928 8，021，142 116，871 8，138，013
1973 336，711 2．871 339，582 7，408，493 66，700 7，475，193
1974 283，228 2，526 285，754 7，308，200 61．765 7，369，965
1975 229，903 1，947 231，850 6，341，252 51，033 6，392，285
1976 215，214 1，492 216，706 5，896，896 46，343 5，943，239
1977 176，491 2，217 178，708 4，981，463 66，896 5，048，359
1978 123，920 1，632 125，552 3，996，024 97，691 4，093，715
1979 106．035 763 106，798 3，366，382 20，812 3，387，194
1980 85，210 270 85，480 2，726，925 9，916 2，736，841
1981 66．006 488 66，494 2，313．628 15，O01 2，328，629
1982 52，311 171 52，482 1，945，379 8，010 1，953．389
1983 34，563 77 34－640 1，358．049 5，472 1，363．521
1984 26，141 95 26．236 1，098，602 7，737 1，106，339
1985 18，134 66 18，200 859，218 2，870 862，088
1986 13，810 16 13，826 660．O00 660，000












数  量 金  額
国 内 輸 出 合 計 国 内 輸 出 合 計
1965 367，320 49，179 416，499 670，743 70，385 741．128
1966 436，217 37，274 4ア3，491 876，967 60，960 937，927
1967 504，951 43，756 548，707921，542 67，899 989．441
1968 533，535 34，815 568，350 1，082．663 68，807 1，151，470
1969 500，847 27，692 528，539 1，070，821 591990 1，130，811
1970 392，863 23，744 416，607 1，070，618 50，315 1，120，933
1971 294，710 29，930 324，640 929，558 68，847 998．405



























数  量 金  額









1973 147．442 109，275 256，7172，594，791 2，326，794 41921，585
1974 138，073 102，497 240，5703，496，243 3，051，856 6，548，099
1975 135，417 88，448 223，8653，743，987 3，154，892 6，898，879
1976 149．442 69，432 218，874 4，360，063 2，477，185 6，837，248
1977 182，264 67，431 249，695 4，032，722 2，470，020 6，502，742
1978 321．141 76，600397，741 4，899，608 2，982，662 7，882，270
1979 143，888 86，195 230，0834， 69，876 3，018，714 7，888，590
1980 126，725106，172232，897 5，974．538 4，216，197 10，190，735
1981 121，969 118，398 240，3675，953．038 5，088，582 11，041．620
1982 117，437 130，250 247，6876，624，418 5，507，335 12，131，753
1983 108，351106，560214，911 6，587，025 4，770，755 11，357，780
1984 119，410 110，367229，777 8，626，773 5，545，984 14，172，757
1985 117，196 118，994 236，1408，802，602 6，407，649 15，210．201
1986 114，955137．329252，284 8，053，000 7，214，000 15，267，000
1987 112，866 140，243 253，1098，308，000 6，723，000 15，031．OOO
1988 127，716 150，49827 ，214 9，490，000 7，104，O00 16，594，OOO
1989 122，342 166，037288，379 9，398，000 8，102，O00 17，500，000
1990 114，970146，617261，587 9，486，OOO 8，038，000 17，524，000
1991 101，170154．733255，903 8，533，OOO 8，263，000 16，796，OOO
1992 92，658 176．944296，602 8，183，000 9，457，O00 17，640，OOO
1993 76，579 190，087 266，6667，424，000 9，391，000 16，815，OOO
1994 81，735 182，699264，434 8，251，OOO 8，596，O00 16，847，000
1995 72，497 185，453 257，9507，659，OOO 7，272，O00 15，931，000
1996 69，693 221，275290，968 7，296，OOO 9，822，000 17，118，OOO
218
ギター
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輸  出 合 計
1965 549，981，033，5681，583，549 1，362，736 2．0271409 3，390，145
1966 712．192748，161，460，353 1，989，49字 1，471，908 3，461．401
1967 936，619 779，1821，715，801 2，673，037 1，786，275 4，459，312
1968 616，068896，7551．5121823 1，939，529 2，062，190 4，O01，719
1969 518，7081，011，0951，529，803 1，799，448 2，784，8634，584，311
1970 553，6961，253，8961，807，592 2，211，916 4，191，316 6，403，232
1971 522，9881，431，8701，954．858 2，286．738 5，203，708 7，490，446
1972 793，2501，063，3881，856，638 4，182，525 4，658，470 8，840，995
1973 816，398 624，9581，441，356 5，065，897 4，030，132 9，096．029
1974 672，755 608，7451，281，500 5，383，800 4，980，249 10，364，049
1975 604，051493，5131，097．564 6，265，732 4，028，316 10，294，048
1976 649，456 612，2091，261，665 7，223，893 5，852，999 13，076，892
1977 644，119647，1771，291，296 7．5961243 6，629，398 14，225，641
1978 556．108 515，7661，071，874 6，244，540 5，207，211 11，451，751
1979 619．346337，761957，107 7，250，152 3，353，05710，603，209
1980 455，471437，152892，623 6，250，783 4，736，119 10，986，902
1981 349，501386．339735．840 5，166，592 4，864，953 10．0311545
1982 190，148258．090448．238 3，114，180 3，278，095 6．3921275
1983 148，720298，318447，038 2，285．036 3，845，315 6，130，351
1984 116，252253，813370，065 1，779．988 3，410，608 5，190，596
1985 71．877 198，382270，259 1，239，104 3，053，4544，292，558
1986 39，517 157，279196，796 826，OOO 2，322，000 3，148，000
1987 36，185 155，550191，735 893，OOO 1，987，000 2，880，000
1988 36，669 160，648197，317 1，058，O00 1，889，000 2，947．000
1989 41，307 151，470192，777 1，272，000 1，896，OOO 3，168，000
1990 43，892 193，050236，942 1，572，000 2，889，000 4，461，000
1991 44，139 1631963208，102 1，831，OOO 2，597，000 4，428，000
1992 40，171 224，832265，O03 1，548，000 3，073，000 4，621，OOO
1993 43，689 259，242302，931 1，668，OOO 3，074，000 4，742，000
1994 69，474 10，138 79．612 2，076，000319，000 2，395，OOO
1995 86，031 8，456 94，487 2，197，O00257，O00 2，454，000
1996 106，558 9，971 116，529 2，285，OOO 313，000 2，598．000
219
電気ギター
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1965
1966 124，957 489，0186 3，975 9911637 2，521，877 3，513，514
1967 116，334 314，979 431，3131，357，564 1，895，285 3，252，939
1968 116，573253，776 370，3491，O02，161 1，274，077 2，276，238
1969 31．222 193，954 225，1763 5，817 899，008 1，274，825
1970 24．159 206，i362 0．295 204，766 993，757 1，198，523
1971 71，417 347，021418，438 437，404 1，789，434 2，226．838
1972 45，040 277，554 322，59455，557 1，924，793 2，480，350
1973 82，387 131，859 214，2461，168，859 1，187．391 2，356，250
1974 81，862 132，479214，341 1，619，127 1，708，830 3，327，957
1975 72，355 91，337 163．6921，573．196 1，366，035 2，939，231
1976 103．054136，283239，337 2，422，188 2，094，753 4，516，941
1977 194，253194，629388，882 4，326，097 3，237．234 7，563，331
1978 229，227167，973397，200 5，520，714 3．1751938 8，696，652
1979 192，514 137，216 329，7304，989，269 2，519，057 7，508，326
1980 151，295 197，32648，621 4，434，822 3，763，3968 1 8，218
1981 169，598220．321389．919 4，738，508 4，408，508 9，146，849
1982 182，251208．238390，489 4，893，073 4，324．740 9，217，813
1983 199，268 241，970 441，2385，060，088 5，109，068 10，169．156
1984 198，643267，147 465，7904，940，759 5，659，046 10，599，805
1985 179．693292，535 472．2284，433，745 6，655，923 11，089，668
1986 242，479275，820518．299 6，160，OOO 6，222，000 12，382，000
1987 186，754219，708406，462 4，838．000 4，706，000 9，544，OOO
1988 182．257 222，579 404，8364，817，000 4，773，OOO 9，590，000
1989 194．792212．209407，O01 4，960，0004，601，OOO 9，561，000
1990 208，559221，195 429，7545，783，OOO 5，728．OOO 11，511，000
1991 167，031230，776 397，8075，029，OOO 6，365．OOO 11，394．000
1992 150，173 204，127 354，3004，097，OOO 5，064，0009，161，OOO
1993 166，545260，910 427，4554，535，OOO 5，695，000 10，230，000
1994 202，279 132，486 334，7655，376，O00 3，449，000 8，825，000
1995 173．346 143，628316，974 4，463，000 3，405，O007，868，000







数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輸 出 合 計
1981 236，549 78．191 314．740 851120，09615，896，081101，016．177
1982 228，154 72，554 300，708 82，100，854 15，403，84797，504，701
1983 220，083 74，953 295．036 81，136．89916，123，45997，260，358
1984 190，973 78，554 269，527 76，664，32616，321，09892，985，424
1985 189，227 68，921 258，148 75，183，729 14，445，85789，629，586
1986 170，081 71，496241，577 63，859，30713，434，701 77，294，008
1987 160，350 79，534 239，884 58，910，229 13，280，15472，190，383
1988 153，420 86，664240，084 57，236，746 13，458，434 70，695．180
1989 149，513 85，512 235，02555，721，05212．686191268，407，964
1990 130，863 88，639 219，502 52，382，93713，466，451 65，849，388
1991 112，690 86，055 198，745 46，613，195 12，637，49059，250，685
1992 97，686 78，782 176．468 41，113，643 11，639，69952，753，342
1993 78，765 73，883 152，64833， 09．49210，895，564 44，669．056
1994 78，330 70．321 148，65132，074，992 10，278，2794 ，353，271
1995 63，311 74，337 137．648 26，301，26310，055，74736，357，010
1996 56，299 67，566 123，865 23，668，5889 675，354 33，343，942
グランドピアノ
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪  出 合 計
1981 16，667 18．688 35，35512，362．308 9，531，079 21，893，387
1982 17，481 16，364 33．845 12，752，381 9，319，282 22，071，663
1983 19，511 13，350 32，861 14，528，161 7，948，802 22，476．963
1984 16，578 17，386 33，964 13，778，284 10，459，281 24，237．565
1985 16，501 17，250 33，751 13，664．5911O，347，53524，012．126
1986 16，302 18，958 35，260 12，188，293 10，391，96922，580，262
1987 16，843 21，906 38，749 12，831，202 11，163，03123，994，233
1988 19，347 21，041 40，388 14，875，858 10，413，42425，289，282
1989 20，481 19，546 40，02715，717，349 10，036，42925，753，778
1990 21，222 20．298 41，52016，853，824 11，532，408 28，386，232
1991 15，550 18，496 34，046 13，896，425 1O．497，26624，393，691
1992 15，906 18，643 34，549 14，805，992 10，958，24925，764，241
1993 12，972 19，152 32．124 12，795，107 11，152，54823，947，655
1994 14，434 17，950 32，384 13，243，887 10，928，59924，172，486
1995 12，220 17，728 29，948 11，854，695 10，550，22022，404，915
1996 11，888 17，656 29，544 11，583，031 10，697，6ア622，280．ア07
221
電子ピアノ
数  量 金  額
国 内 輸 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 32，780 6，175 38，955 3，550，178 328．855 3，879，033
1982 35，165 19，709 54，874 3，629，610 1，109．891 4，739，501
1983 42，918 28，859 71，777 4，573，9482，358，573 6，932．521
1984 57，533 32，25789，790 6，533，108 2，690，501 9，223，609
1985 52，900 21，433 74，333 5，925，693 1，768，388 7，694，081
1986 77．307 55．981 133，288 9，459，575 5，628，761 15，088，336
1987 113，906101，670215，576 15，155，065 8，869，55224，024，617
1988 128，370 138，137266，507 17，516，69712，893，44230，410，139
1989 140，941144，397 285，33819，329，04213，380，67032，709．712
1990 144．556 187，376 331，93220，132，719 18，031，10238，163．821
1991 141．386173，910 315．29621，131，018 17，570，332 38，701，350
1992 146，428 184，054 330．48221， 39，68920，614，67442，454，363
1993 143，165 127，308 270，47321，641，037 14，524，677 36，165，714
1994 133，366 122，63625 ，O02 18，270，293 12，766．37431，036，667
1995 120，929 117，805 238，73416， 27，735 11，305．11727，632，852
1996 127，336112，304 239，64017，419，155 11，012，72628，431，881
電子オルガン
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 159，203171，021330．224 46，596，784 23，363，38369，960，167
1982 152，483144，930 297．41347，851，397 21，933，346 69，784，743
1983 132，196142，559 274．75542，461，721 21，820，832 64，282，553
1984 133，971 148，026281，997 48，914，077 24，177，42773，091，504
1985 118，732119，351238．083 40，781，833 16，245，26357，027，096
1986 98，731 98，633 197，364 31，927．654 12，595，074 44，522，728
1987 103，137 101，253 204，39034，5 4，819 14，117，671 48，622，490
1988 93，149 80．209 173，358 32，114．180 11，124，840 43，239，020
1989 81，969 78，557 160，526 27，050，084 10，065，734 37，115，818
1990 66，711 63．978 130，689 22，864，607 8，461，620 31，326，227
1991 66，708 59，721 126，429 29，976，343 9，415，852 39，392，195
1992 53，377 42，840 96，217 24，489．449 5，858，867 30，348，316
1993 42，526 38，303 80，829 17，874，141 4，756，500 22，630，641
1994 35，621 27，251 62，872 14，265，2134，542，512 18，807，725
1995 34，887 22，699 57，586 13，616，495 3，376，745 16，993，240
1996 33，752 18，142 51，894 12，916，4562，771，366 15，687，822
222
電子キーボード
数  量 金  額
国 内 輸 出 合 計 国 内 輸 出 合 計
1981 66，149231，853298．002 2，903，371 8，569，969 11，473，340
1982 50，751 175，415226，166 3，148，288 8，640，346 11，788，634
1983 71，206 255，677326，883 4，543，421 13，389，49817，932，919
1984 60，793315，325376，118 3，435，388 16，785，18220，220，570
1985 77，814412，109489，923 4，198．063 18，013，63922，211，702
1986 124，591 655，421780，012 5，819，124 22，473，84928，292，973
1987 149，75511147，6531，297，408 5，786，59534，203，71639，990，311
1988 215，1761，480，6911，695，867 7，302，951 26，046，90233，349，853
1989 247，1451，504，6921，751，837 ア，669．443 30，264，62737，934，070
1990 333，8821，970．140 2，304，022 9，107，98836 260，82745，368，815
1991 373，5271，938，257 2，311，784 9，928，38937 831．578 47，759，967
1992 382，8912，019，538 2，402，429 9，504，64937 43 ，014 46，943，663
1993 268，9081，497，656 1，766，564 7，012，95329 069，143 36，082，096
1994 321，3721，355，3631，676．735 6，860，071 22，819，45629，679，527
1995 356，5031，369，033 1，725，5366，490，521 22，411，711 28，902，232
1996 325，407420，684746．091 5，755，165 12，331，67618，086，841
キーボード・シンセサイザi
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輸 出 合 計
1981 20，622 32，582 53，2041，745，848 2，867，016 4，612，864
1982 33，039 48，36681，405 2，770，808 5，165，340 ア，9361148
1983 35，149 130，403165，552 3，538，928 11，228，94714，767，875
1984 53，156 153，8892071045 5，707，421 12，449，951 18，157，372
1985 74，229 215，143 289，3726，989，031 17，857，870 24，846，901
1986 53，043 258，864 311，9074，850，299 16，424，997 21，275，296
1987 48，055 158，809 206，8644， 79，910 9，023，594 13，703，504
1988 50，451 214，487265．028 5，071，024 17，389，332 22，460，356
1989 51，677 209，705261，382 5，642，909 17，029，996 22，672，905
1990 46，103 189，341 235，444 5，580，580 19，898，369 25，478，949
1991 43，544 173，857217，401 5，413，472 15，171，146 20，584，618
1992 32，780 171，881 204，661 4，238，831 14，611，400 18，850，231
1993 30，206 i02，932133，138 3，528，412 8，788，755 12，317，167
1994 31，161 94，635 125，796 3，468，513 7，929，738 11，398，251
1995 36，813 103，612140，425 3，765，141 7，126，602 10，891，743
1996 33，216 108，334141，550 3，222，916 7，041，221 1O，264，137
223
ミこキーボード
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 220，679237，165457，844 2，542，152 3，185，535 5，727，687
1982 221，967511，304733，271 5，030，103 8，679，670 13，709，773
1983 160，047444，348604，395 2，927，893 7，521，777 10，449，670
1984 144，727879，1381，023，865 1，954，163 10，076，681 12，030，844
1985 157，2801，356，6111，513，891 1，830，830 12，288，331 14，119，161
1986 235，7461，967，637 2，203，3832，551，918 13，946，01416，497，932
1987 256，2204，354，5154，610，735 2，604，523 27，317，13629，921，659
1988 277，3935，157，921 5，435，3142，672，940 28，547，24931，220，189
1989 310，1063，285，207 3，595．3132，476，975 18，462，50320，939，478
1990 290，2542，101，7442，391．998 2，061，965 11，801，16113．8631126
1991 271，7212，228，457 2，500，1781，815，249 10，597，42312，412，672
1992 228，6131，895．928，124．541 1，374，050 8，665，278 10，039，328
1993 154，0641，285，108 1，439．172804，326 4，650，321 5，454，647
1994 188，735644．258 832，993844，102 2，724，192 3，568，294
1995 236，035 397，272633，307 891，270 1，447，828 2，339，098
1996 170，399135，787306，186 1，285，645 429，186 1，714，831
才ルガン
数 量 金 額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 90，981 1，035 92，016 2，418，959 15，792 2，434，751
1982 56，427 180 56，607 2，101，240 8，540 2，109，780
1983 39．002 84 39，086 1，517，851 5，885 1，523，736
1984 271495 95 27，590 1，194，359 7，737 1，202．096
1985 23，325 66 23，391 984，143 2，870 987，013
1986 16，184 16 16，200 755，841 776 756，617
1987 13，510 12 13．522 639，876 562 640，438
1988 10，797 6 10，803 528，860 317 529，177
1989 7，501 20 7，521 388，545 1，040 389，585
1990 6，300 6，300 328．120 328，120
1991 5，844 5，844 306，538 306，538
1992 4，408 4，408 230，004 230，004
1993 2，261 2，261 130．751 130，751
1994 1．833 1，833 110，551 110，551
1995 11714 1，714 102，378 102，378
1996 1，233 1，233 79，199 79，199
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ノ、一モニ 力
数  量 金 額
国 内 輸 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
19812，480，40771，6972，552，104 625，440 69，100 694，540
19821，945，44572，7392，018，184 1，175，284 262，154 1，437，438
19831，962，52854．5342－017．062 1，134，804 28，936 1，163，740
19841，765，17679，8561，845，032 933，517 37，647 971，164
19851，619，74588，9421，708，687 838，484 53，968 892，452
19861，563，82881，4721，645，300 784，965 48，680 833，645
19871，289，24997，9151，387，164 743，923 80，491 824，414
19881，159，081143，221，302，302 727，483 99，260 826．743
19891，068，955126，251，195，206 722，312 82，402 804，714
1990 963，839158，9291，122，768 727，621 100，081 827，702
1991 890，587142，6841，033，271 744，848 115，653 860，501
1992 759，496202，094961，590 708，842 154，776 863，618
1993 769，462 212，127981，589 721，704 151．643 873，347
1994 612，832 213，409826，241 636，636 158，481 795，117
1995 520，903264，138785，041 571，434 172，395 743，829
1996 499，O04 251，083750，087 598，856 155，354 754，210
管 楽 器
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 118，112109，981 228，093 6，516，918 4，380，254 10，897，172
1982 115．611 12ア，816 243，427 6，351，026 5，075，235 11，426，261
1983 108，068 104，232 212，3006，540，617 4，534．637 11，075，254
1984 121，017 111，459 232，4768，692，552 5，595，213 14，287，765
1985 119，412 120，374239，786 8，822，621 6，445，404 15，268，025
1986 114，624137，215 251，8397，937，303 7，119，563 15，056，866
1987 114，142 140，378 254，5209，007，303 7，074．277 16，081，580
1988 130，258 148，708 278，9669，461，013 6，960，527 16，421，540
1989 125，235160．671 285，906 9，255，082 7，952，324 17，177，406
1990 115，796140，349 256，1459，394，039 7，717，041 17，111，080
1991 105，723149，277255，000 8，707．777 8，177，422 16，885，199
1992 95，522 171，856267，378 8，368，906 9，383，994 17，752，900
1993 80，202 184，310264，512 7，701，652 9，367，052 17，068．704
1994 83，886 178，673262，559 8，346，149 8，960，206 17，306，355
1995 73，614 180，926254，540 7，679，839 8，608，293 16，288，132
1996 71，050 216，182287，232 7，495，985 10，184，340 17，680，325
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ギター
数  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 311，946 308，252620，198 4，704，467 4，363，859 9，068．326
1982 185，691226，212411，903 3，052，547 2，790，001 5，842，548
1983 148，089291，361 439，4502，329，333 3，766，091 6，095，424
1984 124，242231，804356，046 1，794，644 3，084，391 4，879．035
1985 63，783 182，074 245，8571，016，475 2，535，125 3，551．600
1986 341198141，638175，836 642，158 11929，070 2，571．228
1987 29，489 142，125171，614 639，221 1，674，235 2，313．456
1988 27，416 154，756182，172 485，080 1，639，710 2，124．790
1989 31，214 147，260178，474 691，052 1，611，659 2，302．711
1990 41，597 191，2342 2，831 890，080 2，764，261 3，654，341
1991 30，468 162，632193，100 1，059，798 2，525，875 3，585，673
1992 37，886220，227258，113 1，271，389 2，917．332 4，188，721
1993 55，535255，923311，458 1，704，303 2．9601821 4，665，124
1994 80，674280，987361，661 2，121，879 2，918，074 5，039，953
1995 92，794304，454397，248 2，060，923 2，781．335 4，842，258
1996 102，246 7，349 109，595 1，830，735 220，432 2，051，167
電気ギター
教  量 金  額
国 内 輪 出 合 計 国 内 輪 出 合 計
1981 184，808222．755407，563 4，679，457 4，474，839 9，154，296
1982 148，563142．391290，954 4，124．354 2，907，793 7，032，147
1983 172，106230．002402，108 4，647．038 5，141，059 9，788，097
1984 223，733312．843536．576 5，802．455 6，627，261 12，429，716
1985 202，047 319，587 521，6345，116，401 7，377，527 12，493，928
1986 286，732353，516640．248 9，869，747 6，050，984 15，920，731
1987 221，513220，249441，762 6，537，536 4，887，532 11，425，086
1988 249，212269，576518，788 7，627，817 5，822，034 13，449，851
1989 254，645248，261502，906 7，642．320 5，401，442 13，043，762
1990 278，804245，267524，071 9，130，428 6，125，281 15，255，709
1991 218，066231，347449，413 8，739，189 6，506．144 15，245，333
1992 181，715 196，105377，820 7，292，700 5，055，068 12，347，768
1993 206，308 237，412 443，7207，141，838 5，107，053 12，248，891
1994 206，340198，021 404，361 5，656，879 4，377，890 10，034，769
1995 185，600207，016392，616 5，044，938 4，177，390 9，222，328




国 内 輪 出 合 計
1981 3，060，184 1，868．895 4，929，079
1982 2，561，975 2，824，899 5，386，874
1983 3，217，263 1，373，780 4，591，043
1984 5，116，331 3，934．057 9，050，388
1985 6．5081309 3，883，029 10，39一、338
1986 4，921，151 3，303，232 8，224，383
1987 5，269，387 2，751．432 8，020，819
1988 5，487，575 2，887，061 8，374，636
1989 5，523，772 2，478，165 8，O01，937
1990 6，752．247 2，930，328 9，682，575
1991 5，622，449 2，621，734 8，244，183
1992 5，367，030 2，410，633 7，777，663
1993 5，583，604 2，491，222 8，074，826
1994 5，330，454 2，259，832 7，590，286
1995 5，412，036 1，828，978 7，241，014

















































































































Doctora1dissertation submitted to the Graduate Schoo1of Letters，Osaka
University，in Febmary，1998．
Tit1e：Japanese Westem Musica1Instrument Production and Music Cu1ture in
     Ear1y Modem and Modem JaPan．
Doctor拙。㎜didate：TANAKA Kenji
   Music instruments were origina11y“tooIs’’which were deep1y connected to
music cu1ture．However，when they became comected to e1ectronics technoIogy，
they became mdustria11y produced“commerc1al goods’’separated from cu1ture
This dissertation anaIyses，from objective data，the resu1ting chanξes in the
techno1ogy of the JaPanese westem musica1instrument industry，changes in
industh最stmcture and the socia1changes that surrounds these phenomena．It
a1so discusses the nature of and change in JaPan’s modem music cu1ture which
uses culture as business and1ooks as we11as at the fomation of the percept1on
of westem music instruments of the JaPanese．
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S皿mmary
Doctora1dissertation submitted to the Graduate Schoo1of Letters，Osaka
University，in Febrしユary，1998．
Tit1e：Japanese Westem Musica1Instmment Production and Music CuIture in
      Ear1y Modem and Modem Japan．
Doctor釦。andidate：TANAKA Kenji
      Japan today is an unpara11e1ed man㎡acturer lmd consumer of westem musicaI
instru－ments．亘Japan is acknow1edged in the w6r1d as a major industria1and
techno1ogica1 nation and，if the 1evel of that techno1ogica1 stεmdard， which
iniuences both quaIity and cost，has become a major competitive force sweeping
the wor1d，then as product of the same industria1process，it is not surprising that
music最instruments fan into this same pattem．However，as musica1instmments
origm副1y camot be separated from the broad cu1turaユsphere of music，the
1nstru－ment man㎡acturmg industries different from many other mm㎡acturmg
industries． Name1y，musica1instruments are not just physica1objects which
technology provides．  Instead， they a工e adoPted by peoP1e， function as ’‘too1s”
which bear cu1turaユactiv1t1es and have acquired a consc1ous existence  In th1s
respect，even though instruments are seen as a fixed concept of a“too1’’for the
Pu叩。se of pe㎡oming music，as a major consumer，Japan’s leve1of music cu1ture
shou1d a1so stand out in the worId．However，unfortunate1y the rea1ity is that the
great masses who make up the core of demand一，are far from this Ieve1．“Cu1ture’’
has been disposed of as just one part of“business’’md a music sphere has been
made．
     With respect to westem music，how did Japan m㎜age，in a short Period of
on1y a11tt1e over a hundred years，to become a major manufacture of westem
musicaユinstmments？This disse武ation describes the JaP肌ese styIe of demand and
the nature of production in the ear1y period and，証ter pursuing the circumstances
leading to the formation of1arge sca1e Production，the dissertation focusses on not
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on1y“e1ectronic instmments as commerci最goods’’，which were bom a1o㎎with
the rap1d advance of e1ectronic techno1ogy，but a1so exammes the techno1og1caユ～md
mdustriaユstructuraユ。hange of mstmments arising out of these circumstances．
In addition，in order to e1ucidate the causes and background to this Phenomenon，
the disse廿ation ana1yses statistica1data and objective facts which describe the
competition between industry8md socia1cha皿ge， Finaユ1y，the dissertation aims to
c1arifiy the re1ationship between electronic instmments and JaPanese westem music
inStmment manufaCture．
      The main focus of this research is to exEmine what the subsequent in刊uence
of the existence of eIectronic instmments on music cu1ture wi11be and，for that
inf1uence to continue，what the nature of e1ectronic instmments must be．As the
techno1ogy for e1ectromc mstmments advances，e1ectronic instmments themse1ves
progress．In the present stage where new kinds of e1ectronic instrしments continue
to be produced，it is necess町to confim the1ogic of not only the receivers of
musica1instIrユments but the intent of the supp1iers．Fie1dwork was undertホen
which brought the research into contact with various sections of the commercia1
wor1d．Here，the outcome of the subject of various discussions was the1ament at
the dec1ine in demand and a“dis1ike”shown towards e1ectronic instmments．There
shou1d be some deve1opment of new instωments to bring about new demand，or
indeed something to welcome in this commerci釦wor1d． However，when one
enquires about the cause of this situation，there is no repIy．Before investigating
ob口ect1ve data through a stat1st1caユ～maユys1s，at a g18mce1t was fe1t necessary to enter
the sphere of what may seem to be the unre1ated arena of music cu1ture．Much data
and meaning1ess d町figures are in no way musicaユand even though there appears to
be no mutua1context between statistics㎜d music，as theεmaユysis progressed，
these d町statistics in fact possessed an organic mutuaユityε口＝1d it became c1ear that
they ref1ected， on one hand， the shift in the rise and fa11 of JaPan’s music
instmment industw． Name1y，JaPan’s music cuユture，the JaPanese Perspective of
music instmment history and the perception of westem music can be seen better
from the outside than from the inner aspect of the music wor1d．
      As this research reve訂s，the approach of numedcaユanaユysis and the resu1ts it
verifies may be aユien to musica1research method hithe肘。．carriedout，but it can
contribute not on1y to economic m価keting studiesそmd commerci最studies but can
235
a1so contribute as a proposed parad1gm for music cu1ture stud1es md new studies on
music instruments as we11as to Japan’s music instruLment indust町and the state of
mus1c cu1ture． It can also contr1bute m gener最to the wor1d of academ1a and
SOCiety in generaユ．
       In the first chaPter，“The ear1y histo町。f JaPξm’s westem instrLment
industry”I boint out the traces of the growth of JaP狐’s music instrument industq
and the speci創features of its re1ation to “music education’’． In Particu1ar，after
1ooking at the initi創 period of such instmments as the reed orgm，piano，
hamonica and viohn in JaPan，I grasP the fo㎜ation process of the speci購eatures
of music PercePtion in modem JaPan．Above a11，the Second WorId War resu1ted m
the growth of the estab1ishment of westem music instmment manufacture
according to projected production from“Instmmenta1education practice”，the
creat1on of demand from“music c1assrooms”，the attention of JaPξmese drawn to the
pimo and the“symbo1isation of abundance卿d refinement”l
       In the second chapter“The origin and histo町。f e1ectronic instruments’’，the
physica1 nature of the sound，the use of electricity and e1ectronic sound source
methods（ana1ogue method，digitaユmethod，physicaユmode1method）are simp1y
described． In addition，a皿attempt is made at di÷iding historica11y e1ectronic
musicaユinstruments based on a new perspective－mmely“the creative period of
e1ectronic instruments”，“the period of the e1ectronic organ’’，‘‘the digita1period’’
and the“era of new e1ectronic instmments．”The particu1ar descriptions of“the
process of the deve1opment of e1ectronic organs in Jap8m’’and“an origina1pOlicy to
promote sa1es （the deve1opment of music classrooms and the deve1opment of
software）”are offered as pioneering research．
       The core of the this research begins from the third chapter on．
       The third chapter“E1ectronic music indust町一a new era”and the fourth
chapter“An advance towards intensive marketing’’，fo11owing a“white paper on
instmments”compi1ed by“P÷oducers，administrators and academics’’，demonstrate，
according to numerica1data，that the remarkab1e growth in JaPm’s musica1
instmment（from1966・over a period of15years，there was a six一．fo1d growth in
profits from sa1es）was achieved through production of pimos md e1ectronic organs
thus i11ustrating the skewed stmcture of the industry．From1980（the first year of
eエectronic instmments），as digita王techno1ogy adva皿。ed，“e1ectronic instmment
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makers’’began to advance mto the wor1d of the mus1c instmment industry．At that
t1me，instmment man㎡actures re1eased new kmds of instmments m respsonse to
digitaユ techno1ogy，．but the manufacture and sa1es strategies adopted by
manufacturers of e1ectronic instmments were marked1y different from the stance
and methods of instr㎝ユentaユm㎝ufact血ers hitherto．Th6n，with fierce competition
in prices md the deve1opment of the出nction劔。apabi1ity of instmments，“εm
e1ectronic instmment war”began to unfur1．This scenaエio is objective1y described
by focussmg on circumst～mces surrounding CASIO COMPUTER CO．，LTD and
YAMAHA CORPORATION．
       The fifth chapter“Stmctura1change in the Japmese music instmment
industry as reveaユed by figures”and the sixth chapter“New types of instmments
and there批er”attempt a detaユ1ed numehca1anaユysis on each instrument product to
i11ustrate the in且uence brought about by the“e1ectronic1nstmment war’’on the
strしユ。ture of production of the musica1instmment industry．Up to then，these
supported the westem instru－ment manufacturing industry but，with1980as a
tuming po1nt，pnces of pianos and e1ectron1c orgms dropped rapidIy and sa1es were
depressed． Instead，durユng the same Per1od，the raPid production of e1ectronic and
mm1－keyboard mstmments，aユ。ng with the e1ectronic pIano，which ach1eved an
identity as a musica1instrument，swept across the new instmment market． As
stated in the“white PaPer on musicaユinstmments’’，the bound1ess future of JaPan’s
mus1caユmstmment industry represented a comp1ete1y d1冊erent situation．When
this situation is seen at the suIface，the emergence of e王ectronic makers～md various
kinds of electronic musica1instmments appear to outdo westem instmments
produced from the previous indust町． It cきmnot be denied，therefore，that
e1ectronic keyboaエーds㎜d other new kinds of instmments which，in1980，were
regarded as second rate，in fact p1ayed a major ro1e，in contrast to the upright pi～mo
wh1ch ex1sted as a“me～ms for refined educat1on’’，in recovermg the naturaユ
re1ationship between peop1e who“enjoyed music8md music徴instmments”to music
instmments themse1ves．However，these new types of e1ectronic in stmments were
the“key”to changing the stmcture of the musicaユinstmment industry in Japan・
       In the seventh chapter “The causes of the revo1ut1ona［y change in the
structure of the indust町’’and the8th chapter“The musicaユinstmment industry
and e1ectronic instruments from now on’’，批er examining the other variouscauses
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which shook the stn1cture of the westem musica1instmment indust町from its
roots，the meanmg of westem mus1c lnstmments and westem muslc for JaPmese is
discussed． One factor which brought about a change in the stmcture of the
indust町，name1y the high vaユue of the yen fonowing shifts in exchange rates from
1980，de1ivered a severe blow to the competitive power of instrument sales overseas．
       As a resuIt，instmment makers began to seek more competitive production
centres overseas．Instruments，which c工ear1y renected the country of manufacture，
and which cou1d easi1y be made overseas，were the resu1t of“electronics
techno1ogy”． On the other hand，the sa1es of instruments within the count町
unexpectedly stagnated． The cause for this was that the demand for1essons and
schoo1instruments，fonowing a fa11in the biれh rate，dealt a destmctive blow，In
addition，the spread of such instmments in the home had釦ready reached its1imits．
       The process described here is that，from the Meiji period，Japan，tumed its
attention towaエIds westem music cu1ture，that the westem musical instmment
industry of JaPan created these kinds of JaPanese peoP1e and that there has been a
dec1ine in demand in the present．In other words， the peop1e have forgotten the
rich cωtural context which they，themse1ves，created and the instmments are used
mere1y as tools for economic activity．It is a1so a process in JaPan’s modem music
cu1ture where“cu1ture”is used as“business”and where the perception of westem
music instmments whichJaPanese havefomedhas been destroyed．
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